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本
年
五
月
に
、
当
セ
ン
タ
ー
は
設
立
30
周
年
を
む
か

え
ま
し
た
。
一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ー
ル
ス
、
物
価

高
騰
、
高
齢
化
社
会
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
な
ど
難
し
い

状
況
下
、
新
た
な
セ
ン
タ
ー
の
役
員
体
制
発
足
に
と
も

な
い
、
リ
ー
ダ
ー
の
お
二
方
に
、
セ
ン
タ
ー
運
営
の
舵

取
り
に
つ
い
て
率
直
な
ご
意
見
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

出
席
者
は
、
小
杉
晴
彦
理
事

長
、
深
谷
淳
一
副
理
事
長
。　

こ
れ
か
ら
の
セ
ン
タ
ー
の

望
ま
し
い
姿
を
想
定
し
て
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
目
指
せ

ば
よ
い
の
か
、
こ
ち
ら
で
は

以
下
の
よ
う
な
点
を
あ
げ
て

み
ま
し
た
。

１
．
新
執
行
部
と
し
て
の

抱
負
、
２
．
現
在
セ
ン
タ
ー

が
お
か
れ
て
い
る
状
況
と
課
題
、
３
．
セ
ン
タ
ー
最
大

の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
就
業
問
題
の
対
策
、
４
．
入
り

や
す
く
楽
し
い
セ
ン
タ
ー
を
作
る
に
は
。

こ
れ
に
関
し
て
、
お
二
人
か
ら
新
執
行
部
と
し
て
の

方
針
が
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
ま
し
た
。

１
．�

新
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
セ
ン
タ
ー
の
方
向
に
つ
い

て
の
抱
負

　

セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
、
多
く
の
元
気
な
高
齢
者
に
働

き
が
い
と
生
き
が
い
を
与
え
、
地
域
で
存
在
感
を
発
揮

で
き
る
体
制
を
作
る
事
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
会
員

拡
大
、
就
業
拡
大
及
び
安
全
就
業
（
安
全
対
策
）
を
中

心
に
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〈
対
談
　
新
執
行
部
に
聞
く
〉

　

特
に
、
人
生
１
０
０
年
時
代
、
高
齢
化
に
よ
る
会
員

の
平
均
年
齢
（
74
歳
）
の
上
昇
を
踏
ま
え
、
高
齢
者
の

就
業
サ
ポ
ー
ト
と
未
就
業
者
への
就
業
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、

同
時
に
就
業
相
談
会
を
設
け
て
行
き
ま
す
。
ま
た
、
新

規
開
拓
で
は
、
75
歳
以
上
で
も
就
業
可
能
先
、
女
性
会

員
に
好
ま
れ
る
職
種
の
開
拓
を
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

近
年
、
雇
用
形
態
が
請
負
事
業
か
ら
派
遣
事
業
へ
の
移

行
が
進
む
中
で
様
々
な
課
題
（
問
題
）
が
発
生
し
て
き
て

い
ま
す
の
で
、
今
後
、
重
要
な
る
課
題
の一つ
と
し
て
、
全

員
で
検
討
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
と
勘
案
さ
れ
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
運
営
は
、
理
事
（
理
事
会
）
が
セ
ン
タ
ー
の

理
念
を
執
行
す
る
最
高
の
執
行
機
関
で
す
。
そ
し
て
事

務
局
と
の
連
携
を
密
に
し
つつ
、
事
業
展
開
の
主
体
と
な

る
よ
う
に
活
動
す
る
事
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
現
実
的

に
は
大
き
な
役
割
を
担
って
い
る
の
が
事
務
局
体
制
で
す
。

セ
ン
タ
ー
の
組
織
は
、
民
間
企
業
の
命
令
組
織
体
制
で
動

く
組
織
と
は
異
な
り
、
個
々
の
職
員
の
能
力
が
大
き
く
か

か
わ
って
き
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
職
員
は
、
事
業
遂
行
上
必

要
な
知
識
を
身
に
着
け
る
こ
と
は
無
論
の
こ
と
、
高
齢
者

の
就
業
等
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ら
れ
る

専
門
的
能
力
と
管
理
能
力
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
ベ
テ
ラ
ン
職
員
が
こ
こ
２
年
間
で
３
名
退
職
さ

れ
、
若
手
の
新
人
２
名
が
配
属
さ
れ
ま
し
た
が
新
職
員

の
育
成
に
注
力
し
、
そ
し
て
事
務
局
体
制
の
補
強
を
行
い
、

職
員
同
士
の
情
報
共
有
化
、
作
業
を
単
純
化
す
る
努
力
、

お
よ
び
会
員
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
を
向
上

さ
せ
る
よ
う
、
努
力
し
て
い
き
ま
す
。（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の一環
）

　

最
後
に
、
茨
城
県
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在

42
セ
ン
タ
ー
あ
り
ま
す
。
会
員
数
で
は
つ
く
ば
市
Ｓ
Ｃ
は
、

６
番
目
で
す
が
、
県
内
、
魅
力
度
No
１
を
目
指
し
て
全

員
で
頑
張
って
行
く
所
存
で
す
。

２
．
セ
ン
タ
ー
の
お
か
れ
て
い
る
現
状
の
課
題・問
題
点

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
こ
こ
２
年
間
十
分
な
活
動
が
制

限
さ
れ
、
会
員
拡
大
・
就
業
拡
大
等
に
大
き
く
影
響
が

出
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
、
セ
ン
タ
ー
が
優
先
的
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
を
下
記
し
ま
す
。

１
．
課
題
（
３
点
）

　
（
１
）
会
員
拡
大

　
（
２
）
就
業
開
拓
・
未
就
業
開
拓

　
（
３
）
後
継
者
対
策
（
含
む
事
務
局
）

２
．
会
員
拡
大

　

令
和
３
年
度
は
、元
年
度
比
、60
人
の
減
少（
表
１
）。

こ
の
減
少
要
因
は
、

（
１
）�

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
入
会
説
明
会
・
審
査
会

の
中
止
（
令
和
３
年
：
２
回
中
止
）

（
２
）�

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、出
張
説
明
会
の
中
止
（
２

年
間
）
及
び
「
女
性
集
い
」
中
止

（
３
）�

２
０
２
１
年
４
月:

改
正
高
齢
法
施
行
に
よ

る
70
歳
ま
で
の
定
年
引
上
げ

（
４
）�

普
及
啓
発
促
進
月
間
（
10
月
）
の
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
の
中
止

（
５
）�

未
就
業
の
為
、
シ
ル
バ
ー
を
退
会

な
ど
、
要
因
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
主
と
し

て
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
各
種
説
明
会
の
中
止
が
大
と
思

料
さ
れ
、
こ
れ
の
復
活
と
下
記
対
応
を
検
討
し
て
行

き
ま
す
。

（
１
）�

入
会
説
明
会
・
審
査
会
の
月
２
回
実
施
の
検

討
（
定
例
：
毎
月
第
２
木
曜
日
の
１
回
）

（
２
）�

会
員
か
ら
の
紹
介
運
動
を
展
開
（
会
員
が
一

人
紹
介
す
る
毎
に
ク
オ
カ
ー
ド
を
進
呈
）

小杉理事長深谷副理事長
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�

（
表
２
増
加
目
標
参
照
）

３
．
就
業
開
拓
・
未
就
業
開
拓

　

就
業
開
拓
及
び
未
就
業
開
拓
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
２

年
間
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
十
分
な
活
動
が
出
来
な
か
っ

た
が
、
今
回
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
急
拡
大
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
企
業
の
求
人
募
集
の
勢
い
は
衰
え
て
い

な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
積
極
的
に
対
応
し
て
い
く
。

（
１
）�

工
業
団
地
（
９
か
所
）
内
企
業
（
１
５
６
社
）

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

（
２
）�

新
聞
求
人
案
内
か
ら
個
社
別
に
開
拓
（
特
に
、

除
く
清
掃
募
集
）：
10
社
（
年
間
）

（
３
）�

２
年
前
の
開
拓
先
（
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
掲
載
）

の
再
度
開
拓
４
４
先
：
10
社
（
年
間
）

�
�（

金
融
機
関
16
先
・
農
協
２
先
・
病
院
３
先
・

特
養
老
人
12
先
・
ス
ー
パ
ー
11
先
）

（
４
）
未
就
業
会
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

（
５
）
就
業
相
談
会
の
実
施
（
月
２
回
開
催
）

４
．
後
継
者
対
策
（
含
む
事
務
局
）

（
１
）�

会
員
の
高
齢
化
に
よ
り
、
剪
定
班
・
草
刈
り
・

ふ
す
ま
・
障
子
は
り
事
業
へ
の
な
り
手
が
少

な
く
な
っ
た
事
へ
の
積
極
的
対
応
（
研
修
等

の
実
施
）

（
２
）�ベ
テ
ラ
ン
事
務
職
員
の
退
職
に
と
も
な
う
、
事

務
局
体
制
の
補
強
及
び
新
職
員
の
育
成
（
高
齢

者
に
対
す
る
様
々
な
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
為
の

諸
研
修
実
施
：
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ニン
グ
の
実
施
）

３
．
セ
ン
タ
ー
会
員
へ
の
呼
び
か
け

　
「
自
主
」「
自
立
」
の
基
本
理
念
の
徹
底

「
自
主
」「
自
立
」
は
、
自
ら
の
組
織
を
会
員
自
ら
が

守
り
、
み
ん
な
で
育
て
る
事
を
唱
っ
て
お
り
ま
す
。

（
１
）�

地
区
委
員
会
の
役
員
の
な
り
手
が
少
な
い
。（
地

区
長
・
副
地
区
長
・
会
計
）

�
�

現
在
６
地
区
（
大
穂
・
豊
里
・
谷
田
部
・
桜
・

筑
波
・
茎
崎
）
の
地
区
役
員
が
、
各
地
区
の

行
事
を
企
画
し
、
参
加
募
集
案
内
、
及
び
開

催
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
２
年

間
の
改
選
時
期
を
過
ぎ
て
も
役
員
へ
の
な
り

手
が
、
な
か
な
か
少
な
く
非
常
に
苦
慮
し
て

お
り
ま
す
。
役
員
の
苦
労
は
大
変
で
す
が
、

誰
か
が
役
員
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

奮
っ
て
、
役
員
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

（
２
）
理
事
・
監
事
の
な
り
手
が
少
な
い
。

�
�

理
事
・
監
事
に
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
員

会
で
多
種
多
様
な
意
見
を
出
し
合
い
、
論
議

し
、
決
定
し
た
ら
そ
れ
を
守
る
事
が
何
よ
り

重
要
で
す
。
役
員
不
足
で
論
議
が
で
き
な
い

よ
う
で
は
、
会
員
自
ら
が
、
内
部
か
ら
理
念

を
崩
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
を
よ

く
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。

理
事
・
監
事
の
立
候
補
を
し
ま
し
ょ
う
。

４
．
参
考
資
料

　
（
１
）�

令
和
元
年
度
：
顕
著
に
増
加
し
た
Ｓ
Ｃ
（
月

刊
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
：
２
０
２
１
年

４
月
号
掲
載
）〈
表
３
〉

　
（
２
）�

茨
城
県
シ
ル
バ
ー
人
材
Ｓ
Ｃ
（
６
０
０
会
員

以
上
先
６
Ｓ
Ｃ
）：
３
年
度
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

会
員
増
は
水
戸
Ｓ
Ｃ
の
み
〈
表
４
〉

表３
SC 名

（増加数） 内　　　　容

文京区
（64）

会員一人がプラスアルファー 1 会員の獲得
就業に通じるセミナーの開催
 ・介護施設就業体験（文京区役所セミナー）
 ・保育補助（しごと財団セミナー）

下関市
（88）

入会説明会の月2 回実施（第 1・3 水曜日）で、即日入
会実施
出張説明会の年 6 回の開催
報奨制度スタート（会員に入会者を一人紹介するごとにゴ
ミ袋進呈し、山口県シ連からもクオカード・商品券の進呈
を始める。）
60 歳以上の未入会者を対象に「草刈り・剪定講習会」

熊本市
（124）

入会説明会の月2 回実施（6・7・10・11・12 月）
報奨制度実施（会員が新会員の紹介制度）
シニアを対象にした就業相談会（6 回）（県シ連と合同）

表１
男性（人） 女性（人） 合計（人） 前年比

令和元年度 481 198 679 　36
令和２年度 450 194 644 △ 35
令和３年度 414 205 619 △ 25

表２
令和４年度（増）人 令和５年度（増）人 令和６年度（増）人 令和７年度（増）人
670�（50） 750�（80） 850�（100） 1000�（150）

表４
SC名 令和２年度 ( 人 ) 令和３年度 ( 人 ) 年間 ( 人 )

（１）古河市 SC 1140 1110 △30
（２）日立市 SC 1040 1012 △28
（３）水戸市 SC 937 941 4
（４）ひたちなか市 SC 900 900 0
（５）石岡市 SC 939 881 △58
（６）つくば市 SC 644 619 △25
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〈
セ
ン
タ
ー
の
活
動
報
告
〉

〈
総
務
部
会
〉

　

令
和
４
年
7
月
5
日
、
小
杉
新
理
事
長
、
深
谷
新
副

理
事
長
出
席
の
下
、
第
二
回
総
務
部
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
が
、
実
質
的
に
は
今
回
が
新
体
制
で
の
初
会
議
で

す
。
ま
ず
役
職
の
互
選
に
よ
り
、
令
和
四
年
度
は
あ
ら

た
に
総
務
部
会
長
土
田
、
副
部
会
長
久
保
田
の
両
理
事

が
満
場
一
致
で
賛
成
と
な
り
、
ま
た
新
委
員
に
委
嘱
状

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議
題
は
、
１
．
部
会
員
の

役
割
（
書
記
、
セ
ミ
ナ
ー
担
当
）
決
定
、
２
．″
ま
つ

り
つ
く
ば
２
０
２
２
”
の
担
当
で
し
た
が
中
止
、
３
．

広
報
活
動
の
方
向
と
役
割
に
つ
い
て
は
次
回
に
検
討
す

る
こ
と
と
、
中
長
期
計
画
の
立
案
と
実
行
に
つ
い
て
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

〈
地
区
統
括
部
会
〉

　

令
和
4
年
7
月
8
日
、
新
し
い
各
地
区
統
括
部
会
員

15
名
が
選
ば
れ
、
小
杉
新
理
事
長
、
深
谷
新
副
理
事
長

の
挨
拶
の
後
、
次
の
議
題
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

１
．�

地
区
統
括
部
会
の
組
織
：
新
地
区
総
括
執
行
部
と

し
て
、
部
会
長
寺
田
佳
樹
、
副
部
会
長
村
野
四
朗
、

書
記
礒
部
隆
秀
の
諸
氏
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

２
．�
令
和
07
中
期
事
業
計
画
の
推
進
：
①�

会
員
拡
大　

②
仕
事
拡
大　

③
後
継
者
確
保　

④
魅
力
倍
増

地
区
親
睦
と
活
性
化
に
つ
い
て

　

①��

各
地
区
内
の
親
睦
や
活
性
化　

②
地
区
を
跨
い

だ
親
睦
や
活
性
化

　

入
会
説
明
会
・
審
査
会
の
割
り
当
て
に
つ
い
て
地
区

総
括
会
員
の
月
別
を
決
定
。

〈
女
性
活
躍
委
員
会
〉

　

女
性
会
員
向
け
セ
ミ
ナ
ー
「
女
性
の
つ
ど
い
」
の
開

催
、
ま
た
地
域
に
出
向
き
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

の
女
性
会
員
の
就
業
状
況
や
諸
活
動
の
説
明
で
、
女
性

会
員
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

　

そ
の
他
女
性
会
員
参
加
で
、
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な

る
と
言
わ
れ
て
い
る
折
り
紙
教
室
や
屋
外
で
の
運
動

（
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
）
を
考
案
中
で
す
。

　

小
物
作
り
で
は
、

シ
ル
バ
ー
会
員
皆
さ

ん
の
協
力
で
提
供
さ

れ
た
浴
衣
や
タ
オ
ル

で
布
草
履
や
雑
巾
等

を
制
作
し
、
小
物
販

売
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
利
用
し
て
い
き
ま
す
。

（
西
原
静
江
会
員
）

〈
子
育
て
支
援
ル
ー
ム
き
ず
な
〉

　
セ
ン
タ
ー
の
独
自
事
業
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
地
域
に
根

づい
た
感
の
あ
る
〈
子
育
て
支
援
ル
ー
ム
き
ず
な
〉。
幼
児

を
あ
ず
か
る
同
ル
ー
ム
と
し
て
は
、
幼
児
が
突
然
の
体
調

不
良
を
お
こ
す
な
ど
の
緊
急
事
態
に
、
直
ち
に
対
応
で
き

る
体
制
を
整
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
令
和
４
年

８
月
18
日
、
ル
ー
ム
定
休
日
の
日
を
利
用
し
て
、
つ
く
ば

市
消
防
本
部
南
消
防
署
署
員
二
名
の
指
導
に
よ
る
救
命

講
習
会
が
行
わ
れ
、
き
ず
な
で
就
業
し
て
い
る
７
名
の
セ

ン
タ
ー
会
員
が
受
講
し
ま
し
た
。

幼
児
が
呼
吸
停
止
な
ど
に
お
ち

いっ
た
際
、
そ
の
場
に
い
た
人
た

ち
は
、
周
辺
の
人
に
協
力
を
要

請
し
つつ
、た
だ
ち
に
心
臓
マ
サ
ー

ジ
を
行
う
と
と
も
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
使
用
し
て
救
急
隊
の
到
着
を

待
つ
と
い
う
、
待
っ
た
な
し
の
救

命
活
動
の
体
験
で
す
。
幼
児
を

あ
ず
か
る
受
講
者
に
と
って
、
あ

ら
た
め
て
緊
急
時
対
応
の
重
要

性
を
認
識
し
ま
し
た
。

〈
理
事
会
〉

　

令
和
４
年
７
月
21
日
、
小
杉
新
理
事
長
、
深
谷
新
副

理
事
長
を
ト
ッ
プ
と
す
る
新
役
員
体
制
で
、
第
５
回
理

事
会
が
開
催
さ
れ
、
以
下
の
案
件
が
報
告
、
討
議
が
あ

り
ま
し
た
。
今
期
６
月
度
の
事
業
報
告
で
は
、
前
年
同

様
の
推
移
で
す
。
草
刈
り
作
業
で
は
、
地
区
に
よ
り
人

員
の
手
配
に
苦
労
し
つ
つ
も
、
現
場
の
状
況
に
応
じ
て
、

お
客
さ
ま
と
も
相
談
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

安
全
性
（
蜂
刺
さ
れ
、
石
ハ
ネ
）
に
留
意
し
て
対
策
策

を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
以
前
よ
り
は
事
故
数
が
減
少
。

「
子
育
て
支
援
ル
ー
ム
き
ず
な
」
の
運
営
で
は
、
コ
ロ

ナ
の
状
況
や
保
育
園
、
幼
稚
園
の
状
況
を
注
視
し
な
が

ら
対
応
。
こ
の
他
に
、
中
長
期
計
画
再
検
討
の
必
要
性

の
有
無
、
剪
定
・
草
刈
り
班
の
新
規
会
員
獲
得
と
技
術

資
格
取
得
の
対
策
、
あ
お
ぞ
ら
市
場
計
画
の
推
進
、
衛

生
委
員
会
に
よ
る
職
場
巡
回
、
重
要
課
題
で
あ
る
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応
。
令
和
４
年
度
補
正
予
算
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

〈
事
業
部
会
〉

　

令
和
４
年
度
第
２
回
事
業
部
会
が
月
12
日
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
小
杉
新
理
事
長
の
挨
拶
で
は
じ
ま
り
、
新
役

職
互
選
に
よ
り
、
同
部
会
の
新
体
制
が
発
足
、
部
会
長

酒
井
清
貴
、
副
部
会
長
張
元
政
治
、
書
記
坂
入
俊
行
の

各
氏
。

　

令
和
４
年
度
事
業
計
画
に
つい
て
、
事
業
部
会
は
年
４

回
、
女
性
活
躍
委
員
会
は
年
６
回
、
安
全
委
員
会
は
年

５
回
、
パ
ト
ロ
ー
ル
は
年
９
回
（
パ
ト
ロ
ー
ル
に
は
班
長
も

年
１
回
は
参
加
し
て
安
全
作
業
の
向
上
を
は
か
る
）
を

実
施
す
る
。
ラ
ン
ク
審
査
会
は
不
定
期
に
実
施
す
る
。

　

令
和
４
年
度
配
分
金
最
低
賃
金
に
応
じ
た
単
価
見
直

し
（
案
）
と
植
栽
価
格
の
一
部
値
上
げ
（
案
）
が
提
出

さ
れ
（
参
考
ま
で
に
）
10
月
の
事
業
部
会
に
て
相
談
し

て
い
く
。

〈
独
自
事
業
〉

〈
子
育
て
支
援
ル
ー
ム
き
ず
な
〉

　

住
所
：�

つ
く
ば
市
谷
田
部
６
１
８
３
谷
田
部
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
Ｆ

　

電
話
：
０
７
０

−

１
４
５
７

−

６
０
６
２

　

利
用
の
際
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※ここはきずなの部屋です。※ここはきずなの部屋です。
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〈
自
転
車
部
〉

　

自
転
車
部
の
近
況
報
告
で
す
。

　

現
在
６
名
が
活
躍
中
で
す
。
２
０
１
５
年
に
現
在
の

場
所
で
作
業
を
開
始
し
て
７
年
に
な
り
ま
し
た
。
テ
レ

ビ
番
組
で
全
国
放
送
さ
れ
た
り
、
常
陽
リ
ビ
ン
グ
で
Ｇ

チ
ャ
リ
君
の
愛
称
で
告
知
さ
れ
て
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
自

転
車
の
販
売
が
増
え
た
し
、
自
転
車
の
修
理
が
増
え
て

い
ま
す
。
つ
く
ば
駅
に
近
く
ま
た
つ
く
ば
市
の
消
費
セ

ン
タ
ー
の
隣
と
立
地
条
件
が
よ
く
、
筑
波
大
の
学
生
さ

ん
や
近
隣
の
自
転
車
利
用
者
か
ら
支
持
を
得
て
お
り
ま

す
。
開
店
同
時
か
ら
お
客
様
が
見
ら
れ
開
い
て
良
か
っ

た
、
自
転
車
が
無
い
と
動
き
が
取
れ
な
い
の
で
困
る
と

こ
ろ
で
し
た
と
感
謝
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
又
廉

価
で
リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
を
販
売
し
、
大
学
生
や
主
婦

の
人
に
利
用
者
が
増
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
安
心
で

安
心
な
自
転
車
を
販
売
し
て
、
利
用
者
の
増
加
を
自
転

車
部
全
員
で
進
め
て
ゆ
き
ま
す
。

場
所
：�

つ
く
ば
市
吾
妻
１

−

２

−

５
（
南
１
立
体
駐
車

場
出
口
向
か
い
側
）

連
絡
：
０
９
０

−

７
８
０
１

−

１
０
４
３

〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
〉

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
授
賞
式
に
参
加
し
て

�

（
市
長
賞
受
賞
記
念
）

　

令
和
４
年
６
月
10
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
対
す

る
つ
く
ば
市
長
賞
授
賞
式
に
招
待
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

市
長
賞
は
、
令
和
３
年
度
で
市
内
美
化
に
功
労
が
あ
っ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の
感
謝
の
一
環
と
し
て
設
け

ら
れ
た
も
の
で
、
市
長
賞
２
件
、
建
設
部
長
賞
４
件
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
私
が
参
加
し
て
い
る
団
体
は
、「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
つ
く
ば
ア
ー
バ
ン
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
」（
通
称
Ｔ
Ｕ

Ｇ
・
タ
グ
）
で
、
主
に
、
市
内
・
松
見
公
園
の
花
壇
を

メ
イ
ン
に
活
動
し
て
お
り
、
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
病

院
前
の
ペ
デ
ィ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
の
花
壇
と
つ
く
ば

駅
Ａ
５
出
入
口
の
ウ
ッ
ド
プ
ラ
ン
タ
ー
の
花
植
え
を
併

せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
、活
動
日
は
異
な
り
ま
す
が
約
20
名
程
（
男

性
３
名
）
で
、
土
浦
市
、
牛
久
市
、
常
総
市
か
ら
遠
路

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
活
動
は
、

毎
週
火
曜
日
午
前
中
２
時
間
を
基
本
に
、
春
・
秋
の
花

の
植
え
替
え
、
除
草
、
施

肥
、
水
遣
り
、
さ
く
ら
草

花
壇
の
整
備
、
７
月
の
ラ
ベ

ン
ダ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
講
習
会
や

草
木
染
講
習
会
の
開
催
、
メ

デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
病
院
で
の

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
、
１
月

の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
団
体
発
表
会

へ
の
参
加
、
更
に
、
例
年
の�

″
祭
り
つ
く
ば
”
へ
の
参
加
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
活
動

　

令
和
4
年
8
月
、
茎
崎
草
刈
り
班
が
茎
崎
地
区
の
団

地
内
に
あ
る
公
園
で
草
刈
り
作
業
を
終
え
て
、
あ
と
片

付
け
の
作
業
中
で
す
。
作
業

員
の
大
半
は
刈
払
い
機
で
刈

る
の
で
す
が
、
作
業
す
る
公

園
が
多
い
の
で
、
こ
の
よ
う

な
バ
ロ
ネ
ス
も
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。
悩
み
は
、
古

す
ぎ
て
度
々
起
動
し
な
く
な

る
エ
ン
ジ
ン
を
な
ん
と
か

使
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
作

業
効
率
の
よ
い
新
し
い
バ
ロ

ネ
ス
が
あ
れ
ば
よ
い
の
で
す

が
。

し
て
い
ま
す
。
草
花
に
興
味

の
あ
る
方
は
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
？　

活
動
内
容
は
ブ
ロ
グ

（
＃
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ツ
ク
バ
ア
ー
バ
ン
ガ
ー

デ
ニン
グ
）
を
ご
参
照
願
い
ま
す
。

　

理
事
長
は
、
家
庭
の
事
情
で

北
海
道
へ
移
住
さ
れ
、
現
在

は
、
落
合
代
表
理
事
が
企
画
・

立
案
し
皆
を
引
っ
張
っ
て
い

ま
す
。

　

私
は
、
主
に
力
仕
事
、
大
工

仕
事
を
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。

�

（
大
塚
恒
夫
会
員
）

〈
草
刈
り
班
〉

前列左から二人目が私です前列左から二人目が私です
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〈
地
域
ひ
ろ
い
歩
き
〉

団
地
の
夏
ま
つ
り

　
つ
く
ば
市
南
西
に
あ
る
宝
陽
台
団
地
で
は
令
和
四
年

８
月
６
日
、
三
年
ぶ
り
に
夏
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
か
ら
は
厳
重
な
コ
ロ
ナ
対
策
の
呼
び
か
け
が
あ
り
、

ま
つ
り
は
土
曜
日
夕
方
の
２
時
間
余
り
の
み
、
盆
踊
り
で

は
舞
台
は
組
ま
ず
、
団
地
の
サ
ー
ク
ル
の
協
力
に
よ
る
出

店
、
子
ど
も
た
ち
への
お
楽
し
み
景
品
、
輪
投
げ
、
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
と
い
う
、
誰
で
も
参
加
型
の
も
の
で
し
た
。
子

ど
も
た
ち
も
混
じ
って
の
盆
踊
り
の
輪
の
中
に
、一緒
に
な
っ

て
楽
し
そ
う
に
踊
って
お
ら
れ
る
の
は
、
ア
レ
ッ
、
五
十
嵐

市
長
さ
ん
で
し
た
。
閉
会
時
、
五
十
嵐
市
長
さ
ん
の
ご
挨

拶
で
は
、
つ
く
ば
市
は
今

年
四
月
、
全
国
で
二
か
所

し
か
な
い「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ

型
国
家
戦
略
特
別
区
域
」

（
法
律
の
大
胆
な
規
制
緩

和
が
可
能
に
な
る
こ
と
で
、

日
常
生
活
の
分
野
で
先
端

的
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
そ
う
で
す
）

の一つ
に
区
域
指
定
さ
れ
、
宝
陽
台
団
地
が
モ
デ
ル
地
区
の

一つ
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
あ
と
で
こ
ち
ら
も

市
役
所
発
行
の
「
か
わ
ら
版
第
９
号
」
を
お
さ
ら
い
し
ま

し
た
が
、
つ
く
ば
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
シ
テ
イ
構
想
が
め

ざ
す
と
こ
ろ
は
、「
困
り
ご
と
の
解
決
」
で
す
。
移
動
ス
ー

パ
ー
で
の
買
い
物
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
、
医
療
面
で
の

受
診
な
ど
、
わ
れ
わ
れ
高
齢
者
に
と
って
も
、
頼
り
に
な

る
生
活
の
「
杖
」
に
な
り
そ
う
で
す
。

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
野
菜
の
栽
培
方
法
を
言
い
ま
す
。

２
．
な
ぜ
、
無
農
薬
、
無
化
学
肥
料
な
の
か

①�

農
薬
は
害
虫
を
殺
し
て
く
れ
る
天
敵
も
殺
し
て
し
ま

う
。
ま
た
、
地
球
の
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
す
る
要
因
に

も
な
る
。（
地
球
環
境
問
題
）

②�

農
薬
や
化
学
肥
料
を
畑
に
ま
け
ば
、
土
中
の
微
生
物

が
死
に
有
機
物
が
分
解
で
き
な
く
な
る
。
ま
た
、
除

草
剤
を
巻
く
こ
と
で
草
の
種
を
絶
や
し
、
く
さ
や
有

機
物
が
作
り
出
す
多
く
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
不
足
し
て
、

病
気
が
発
生
し
や
す
く
な
る
。

　

�

昭
和
30
年
代
以
降
大
量
生
産
時
代
の
副
産
物
で
も
あ

る
農
薬
、
化
学
肥
料
を
大
量
に
使
用
す
る
よ
う
に

な
っ
て
、
各
種
の
癌
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
花
粉

症
で
悩
む
人
が
急
増
し
た
。（
健
康
問
題
）

３
．
有
機
物
の
特
徴

①�

有
機
物
か
ら
作
っ
た
有
機
肥
料
に
よ
り
、
土
中
の
微

生
物
が
活
性
化
さ
れ
て
病
原
菌
は
減
少
し
、
作
物
が

元
気
に
育
つ
。

②�

有
機
物
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
害
虫
は
天
敵
に

食
さ
れ
自
然
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
る
。

　

長
い
会
員
歴
を
も
つ
福
田
征
男
会
員
が
、
趣
味
と
し

て
意
欲
を
燃
や
し
て
い
る
の
が
自
宅
の
庭
で
の
有
機
自

然
農
法
。
以
下
は
ご
本
人
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
で
す
。

１
．
有
機
自
然
農
法
に
つ
い
て

　

自
然
の
摂
理
を
活
か
し
た
循
環
農
法
の
こ
と
で
、
人

の
健
康
と
地
球
温
暖
化
問
題
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
と
も

い
え
る
、
生
態
系
重
視
の
農
法
で
す
。
家
庭
か
ら
出
る

生
ゴ
ミ
、
庭
木
の
落
ち
葉
、
家
畜
の
糞
、
そ
れ
ら
に
オ

カ
ラ
や
米
ぬ
か
材
料
に
ボ
カ
シ
肥
や
堆
肥
を
作
り
、
そ

れ
を
栄
養
源
に
野
菜
が
育
ち
、
そ
れ
を
人
間
や
家
畜
が

食
べ
そ
こ
か
ら
出
た
も
の
が
次
の
堆
肥
に
な
る
と
い
う

ふ
う
に
、
何
一
つ
無
駄
の
な
い
ま
さ
に
自
然
循
環
が
あ

〈
帰
り
な
ん
　
い
ざ
　
田
園
〉
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〈
ト
ラ（
寅
）・
ト
ラ（
虎
）・
ト
ラ
〉

〈
歴
史
に
学
ぶ
〉

　

今
年
の
干
支
は
寅
だ
が
、
動
物
で
は
虎
の
字
を
あ
て

る
。
虎
と
竹
林
や
笹
は
掛
け
軸
で
お
な
じ
み
。
さ
て
日

本
で
酔
っ
払
い
を
な
ぜ
「
ト
ラ
」
と
言
う
の
か
。
古
語

で
は
酒
を
「
さ
さ
」
と
言
っ
た
の
で
、「
酒
」
→
「
さ
さ
」

→
「
笹
」
→
「
虎
（
ト
ラ
）」
と
連
想
さ
れ
た
と
の
説

に
は
、
う
な
ず
き
た
く
な
る
。
例
：『
少
し
さ
さ
な
ど
、

こ
れ
よ
り
食た

べ
ま
し
て
〜
』
遊
客
に
酒
を
す
す
め
る
茶

屋
女
の
こ
と
ば
で
「
お
酒
な
ど
、
こ
ち
ら
か
ら
ま
ず
お

飲
み
に
な
っ
て
ぇ
〜
」。
こ
こ
で
の「
食た

ぶ
」は「
飲（
の
）

む
」
の
意
（
西
鶴
一
代
男
・
例
解
古
語
辞
典
第
二
版
）。

酔
っ
ぱ
ら
い
を
中
国
語
の
辞
書
で
ひ
く
と
、「
酔
鬼
」「
酔

漢
」と
あ
る
。
日
本
人
に
は
、こ
の
表
現
が
ピ
ン
と
く
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ　
そ
の
二

　
（
歴
史
）
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
歴
史
は
、
民
族
運
動
の
歴

史
＝
「
民
族
回
復
＋
抵
抗
の
歴
史
」
で
し
た
。
同
国

が
13
世
紀
か
ら
今
日
ま
で
侵
略
、
干
渉
を
う
け
て
き

た
国
々
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ト
ア
ニ
ア
、

ト
ル
コ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
不
覊
奔
放
な
行

動
を
す
る
ロ
シ
ア
（
露
：
帝
政
、
ソ
連
邦
、
現
ロ
シ
ア

連
邦
）
が
あ
り
ま
す

　
（
露
の
干
渉
）
１
９
９
１
年
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
独
立
後

の
民
族
構
成
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
73
％
、
ロ
シ
ア

人
22
％
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
、
東
側
に
ロ
シ
ア
語
系

ロ
シ
ア
人
が
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

は
、
度
重
な
る
内
戦
、
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
る
１
９
３
２

〜
１
９
３
３
年
３
０
０
〜
４
０
０
万
人
（
そ
れ
以
上

と
の
説
も
）
も
の
ジ
ェノ
サ
イ
ド
的
餓
死
や
粛
清
・
弾

圧
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
は
独
ソ
軍
激
突
の
戦
場
と
な

り
、
国
土
が
荒
廃
し
て
人
口
が
大
幅
に
減
少
し
ま
し

た
。
人
口
減
少
に
対
し
て
、
ソ
連
側
の
思
惑
で
東
側
に

ロ
シ
ア
人
た
ち
を
入
植
さ
せ
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
国
内
の
内
政
面
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。
ソ
連
技
術
者
の
操
作
ミ
ス
に
よ
る
チ
ョル
ノ
ー
ビ

リ
原
発
事
故
で
は
、
深
刻
な
放
射
能
被
害
を
ウ
ク
ラ

イ
ナ
住
民
た
ち
に
も
た
ら
し
ま
し
た
。
近
年
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
で
は
経
済
停
滞
や
国
内
混
乱
（
マ
イ
ダ
ン
革
命
な

ど
）
な
ど
が
つ
づ
き
、
そ
こ
に
つ
け
こ
ん
だ
一
連
の
露
の

行
動
が
全
体
主
義
的
国
家
と
非
難
さ
れ
る
所
以
な
の

で
す
。　

　
（
地
理
）
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
耕
地
面
積
は
、
日
本
国
土

の
全
面
積
に
匹
敵
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
耕
地
面
積
の
二
倍
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
有
数
の
広
大
な
耕
地
面
積
を
も
つ
大

農
業
国
で
す
。
小
麦
、
じ
ゃ
が
い
も
、
牧
畜
な
ど
の
生

育
条
件
に
恵
ま
れ
た
豊
か
な
国
で
し
た
。
東
は
重
要

な
資
源
地
帯
を
含
む
鉱
工
業
地
帯
、
西
は
山
岳
地
帯

と
い
う
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
全
体
的
に
土
地
が
平
坦
で
山

が
少
な
い
地
形
に
な
って
い
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
復
興

は
、ま
ず
農
業
に
、次
が
鉱
工
業
に
か
か
って
い
る
の
で
す
。

　
（
文
化
・
芸
術
）
ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
族
の
魂
を
復
活
、

高
揚
さ
せ
た
最
大
の
国
民
的
詩
人
が
タ
ラ
ス・シェフ
チ
ェ

ン
コ(

１
８
１
４
〜
１
８
６
１)

。
ロ
シ
ア
化
政
策
を
強
引

に
進
め
る
帝
政
ロ
シ
ア
に
抵
抗
し
た
偉
大
な
愛
国
者
で

す
。
日
本
人
に
は
わ
か
り
に
く
い
で
し
ょ
う
が
、
詩
は
、

民
族
の
魂
を
高
揚
さ
せ
る
も
の
と
し
て
、
権
力
側
か
ら

の
干
渉
を
屡
々
受
け
ま
し
た
。
高
い
文
化
芸
術
水
準

を
も
つ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
は
、
日
本
で
も
有
名
な
ピ
ア
ノ
の

ウ
ラ
デ
ィ
ミ
ー
ル
・
ホ
ロ
ヴ
ィッツ
、
ス
ヴ
ヤ
ト
ス
ラ
フ
・
リ

ヒ
テ
ル
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン
の
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
オ
イ
ス
ト
ラ
フ
な

ど
多
士
済
々
。
ソ
連
時
代
は
、
ソ
連
に
組
み
入
れ
ら
れ

た
の
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
名
前
が
出
て
こ
な
か
っ
た
の
で

す
。　
　
　
　
　
　

　
（
軍
事
）
ソ
連
時
代
、
ロ
シ
ア
の
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
の

製
造
開
発
や
、
艦
艇
建
造
な
ど
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
軍

事
技
術
は
、
注
目
す
べ
き
水
準
に
あ
り
ま
し
た
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
で
建
造
さ
れ
た
６
万
ト
ン
級
の
大
型
空
母
が
財

政
難
で
中
国
に
売
却
さ
れ
、
い
ま
「
遼
寧
」
名
で
日

本
近
海
に
出
没
し
て
い
ま
す
。
注
目
し
た
い
の
は
本
誌

３
９
号
歴
史
表
の
「
１
９
９
５
年
黒
海
艦
隊
分
割
に
同

意
」「
１
９
９
６
年
ソ
連
時
代
の
核
兵
器
撤
去
を
完
了
」

で
す
。
露
に
と
っ
て
厄
介
な
も
の
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら

取
り
除
け
た
の
で
、
以
後
の
露
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に

つ
な
が
る
大
き
な
要
因
の
一つ
に
な
り
ま
し
た
。　
　

　

敬
語
の
使
い
方
は
難
し
い
。
古
い
資
料
だ
が
、

『「
こ
と
ば
」
シ
リ
ー
ズ
24　

続
敬
語
』（
昭
和
61

年
文
化
庁
編
集
）
に
、「
敬
語
は
使
わ
れ
な
く
な
っ

て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
敬
語
が
多
す
ぎ

て
複
雑
化
し
て
い
る
。
例
え
ば
「
ご
ざ
い
ま
す
」

と
か
「
何
々
さ
れ
る
」
が
、
不
必
要
に
使
わ
れ
て

い
る
の
で
は
」
と
の
指
摘
は
い
ま
も
変
わ
ら
な
い

問
題
だ
ろ
う
。
昨
今
の
「
さ
せ
て
い
た
だ
く
」「
な

り
ま
す
」「
し
て
も
ら
っ
て
も
い
い
で
す
か
」
も
、

使
う
場
面
に
相
応
し
く
な
い
、
誤
用
乱
用
の
最
た

る
も
の
。

や
ま
び
こ
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【
表
紙
の
説
明
】

　

筆
者
の
日
課
で
あ
る
丘
の
散
歩
で
、
い
つ
も

そ
こ
で
ひ
っ
そ
り
と
咲
い
て
い
る
野
花
を
登
場

さ
せ
ま
し
た
。
真
ん
中
の
蝶
は
花
の
蜜
を
吸
い

に
来
た
の
で
し
ょ
う
か
。
花

の
種
類
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
平
和
回
復
を

祈
り
つ
つ
。Ｐ

５
１
０　

オ
ー
ト

　
（
こ
れ
か
ら
）
数
百
年
間
も
露
に
干
渉
・
支
配
さ

れ
、
い
ま
も
国
土
を
蹂
躙
さ
れ
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

は
、
徹
底
抗
戦
の
構
え
で
す
。
こ
の
戦
争
は
衛
星
・

デ
ジ
タ
ル
情
報
戦
と
も
い
わ
れ
、
伝
統
的
に
情
報
戦

に
長
け
た
露
は
、
ク
リ
ミ
ア
併
合
や
今
回
の
紛
争
で

も
、
遺
憾
な
く
そ
の
能
力
を
発
揮
し
た
と
み
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
目
に
あ
ま
る
露
軍
の
蛮
行
（
破
壊
・

殺
人
・
略
奪
・
暴
行
）
に
対
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
国

際
司
法
裁
判
所
に
提
訴
し
ま
し
た
。
第
二
次
大
戦

後
の
ニュル
ン
ベル
ク
裁
判
、
東
京
裁
判
で
は
大
国
の

思
惑
で一方
的
に
こ
と
が
運
ば
れ
ま
し
た
。
露
は
ど

う
出
る
の
か
。（
山
内
）

〈
ウ
ク
ラ
イ
ナ
一
口
メ
モ
〉

　

子
ど
も
の
こ
ろ
に
読
ん
だ
小
説
『
タ
ラ
ス
・
ブ
ー

リ
バ
』
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
生
ま
れ
の
大
作
家
、
Ｎ
・Ｖ
・

ゴ
ー
ゴ
リ
（
１
８
０
９

－

１
８
５
２
）
に
よ
る
大
作

で
す
。
主
人
公
タ
ラ
ス
・
ブ
ー
リ
バ
は
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
東
部
・
ザ
ポ
リ
ー
ジ
ャ
の
勇
猛
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人

コ
サ
ッ
ク
集
団
の
隊
長
と
い
う
設
定
で
す
。
コ
サ
ッ

ク
は
、
強
国
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ト
ア
ニ
ア
か
ら
の
逃

亡
農
民
を
中
心
に
し
た
集
団
で
す
が
、
ロ
シ
ア
の
歴

史
の
中
に
消
え
て
し
ま
う
の
で
す
。

独
立
と
自
由
を
獲
得
す
る
こ

と
が
で
き
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

国
旗
と
し
て
１
９
９
１
年
9

月
18
日
正
式
に
採
用
さ
れ
ま

し
た
。
青
色
は
空
、
黄
色
は

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
大
地
を
表
す

と
い
う
の
が
一
般
的
な
説
。

（
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
ｐ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
）

　
「
一
つ
二
つ
三
つ　

古
代
数
詞
（
す
う
し
）」
数

詞
の
表
現
と
使
い
方
は
や
や
こ
し
い
。
最
近
、
地

域
の
図
書
室
で
手
に
し
た
『「
理
科
で
」
歴
史
を

読
み
な
お
す
』（
伊
達
宗
行�

筑
摩
書
房�

２
０
１
０

年
）
で
興
味
深
か
っ
た
の
が
古
代
数
詞
。
一
部
を

ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
み
よ
う
。
曰
く
、
日
本

語
で
は
現
代
で
も
ふ
た
通
り
の
数
詞
が
あ
る
。
ひ

と
つ
、
ふ
た
つ
、
み
っ
つ
と
読
む
古
代
数
詞
系
と
、

い
ち
、
に
、
さ
ん
の
漢
数
字
系
が
あ
り
、
私
た
ち

も
何
気
な
く
使
い
分
け
て
い
る
。
し
か
し
古
代
数

詞
で
は
、一（
ひ
と
つ
）、二（
ふ
た
つ
）か
ら
十（
と

を
（
そ
））
ま
で
を
数
え
る
が
、
十
一
か
ら
は
「
と

を
あ
ま
り
ひ
と
つ
」、二
十
を「
は
た
ち
」、四
十「
よ

そ
」、
百
「
も
も
」、
千
「
ち
」、
八
百
万
「
や
ほ

よ
ろ
づ
」
な
ど
と
数
え
る
。
現
代
数
詞
は
歴
史
時

代
に
な
っ
て
大
陸
か
ら
の
漢
文
化
流
入
と
と
も
に

発
展
す
る
が
、
そ
れ
ま
で
は
古
代
数
詞
が
標
準
語

数
表
現
で
あ
り
、
そ
れ
は
日
本
最
古
の
文
書
、
古

事
記
な
ど
で
確
か
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
だ
。
そ
こ

の
数
の
読
み
方
は
和
式
で
あ
る
。
重
要
な
こ
と
は
、

古
代
数
詞
が
整
然
た
る
十
進
法
で
あ
る
こ
と
。
現

代
数
詞
で
さ
え
様
々
な
道
を
経
て
、
導
入
後
約
千

年
も
た
っ
た
江
戸
期
に
や
っ
と
今
日
の
表
現
に
落

ち
着
い
た
。
そ
れ
で
も
、古
代
数
詞
は
、国
歌
「
千

代
に
八
千
代
に
」、
一
つ
橋
、
四
つ
谷
、
千
代
田
区
、

千
勝
神
社
、
千
歳
飴
な
ど
、
い
ま
も
連
綿
と
日
本

の
文
化
に
生
き
つ
づ
け
て
い
る
。

数
の
数
え
方

〈
お
知
ら
せ
〉

◯［
女
性
の
つ
ど
い　

新
規
シ
ル
バ
ー
女
性
会
員

　

向
け
セ
ミ
ナ
ー　

「
人
生
１
０
０
年
時
代
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
な

生
き
方
を
さ
れ
ま
す
か
？
」］

日
時
：
11
月
16
日
（
水
）
13
：
00
〜
16
：
00

場
所
：
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
東
雲

主
催
：�（
公
社
）
茨
城
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会

共
催
：�（
公
社
）
つ
く
ば
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
＊

定
員
50
名��

女
性��

つ
く
ば
市
在
住��

満
60
歳

以
上
（
令
和
５
年
３
月
31
日
時
点
）　

事
前
申
込
み
（
11
月
18
日
ま
で
受
付
）
先
着
順

お
申
込
み
電
話
＊０２

９

−

８
７
９

−

５
１
９
９

◯�［�（
公
社
）つ
く
ば
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

主
催
］
入
会
説
明
会
・
審
査
会

日
時
：
11
月
10
日
（
木
）
13
：
30

場
所
：
大
穂
庁
舎
３
Ｆ

茎
崎
地
区
：

日
時
：
11
月
22
日
（
火
）
13
：
30

場
所
：
茎
崎
交
流
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ
大
会
議
室

谷
田
部
地
区
：

日
時
：
12
月
１
日
（
木
）
13
：
30

場
所
：
市
民
ホ
ー
ル
や
た
べ
小
会
議
室

ウクライナ国旗
（Frameillustフリーイラストから）
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